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３月　業務抄

２日　第 2回採用試験対策部研修会  

８日  大川教協　丸教協　評議員会

19日　幼児教育部集会

21日　人事異動発表

25日　第 6回　会長局長会

　　 　丸教協　評議員会

ジ
に
は
「
古
（
い
に
し
え
）
よ
り
日
本
人
は
、
噴
火
を

繰
り
返
す
富
士
山
を
神
が
宿
る
山
と
し
て
畏
れ
、
噴
火

を
鎮
め
る
た
め
に
富
士
山
の
麓
に
浅
間
神
社
を
建
立
し

ま
し
た
。
噴
火
活
動
が
沈
静
化
す
る
平
安
時
代
後
期
に

な
る
と
富
士
山
は
、
日
本
古
来
の
山
岳
信
仰
と
密
教
等

が
習
合
し
た
『
修
験
道
』
の
道
場
と
な
り
ま
し
た
」
と

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
「
芸
術
の
源
泉
」
に
つ
い

て
は
「
富
士
山
は
、
そ
の
美
し
い
姿
か
ら
、
様
々
な
創

作
活
動
の
題
材
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。（
中
略
）
松
尾
芭

蕉
や
与
謝
蕪
村
の
俳
句
、
夏
目
漱
石
や
太
宰
治
の
作
品

に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
富
士
山
を
描
い
た
最

も
有
名
な
絵
画
と
し
て
は
、
江
戸
時
代
に
制
作
さ
れ
た

浮
世
絵
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
浮
世
絵
で
は
、
葛
飾
北
斎

が
『
冨
嶽
三
十
六
景
』
で
、
歌
川
広
重
が
『
不
二
三
十

六
景
』『
東
海
道
五
拾
参
次
』
で
様
々
な
場
所
か
ら
見
た

富
士
山
を
描
き
、
ゴ
ッ
ホ
や
モ
ネ
な
ど
、
印
象
派
の
画

家
に
も
影
響
を
与
え
ま
し
た
」
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

数
多
く
の
信
仰
と
芸
術
を
生
み
出
し
た
富
士
山
で
す
が
、

登
頂
す
る
こ
と
は
な
か
な
か
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
は
大
学
生
の
と
き
に
富
士
ス
バ
ル
ラ
イ
ン
を
経
て
五

合
目
か
ら
登
山
し
、
得
難
い
経
験
を
積
み
ま
し
た
が
、

下
山
後
は
疲
労
困
憊
だ
っ
た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
東
京
に
は
「
富
士
塚
」
が
都
心
部
を
含
め
点

在
し
て
い
ま
す
。
富
士
塚
と
は
東
京
都
教
育
委
員
会
に

よ
る
と
、
富
士
信
仰
に
基
づ
き
、
富
士
山
に
模
し
て
造

営
さ
れ
た
人
工
の
山
や
塚
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
頂
上

に
は
浅
間
神
社
が
ま
つ
ら
れ
て
お
り
、
江
戸
時
代
に

「
気
軽
に
登
頂
で
き
る
『
模
造
』
の
山
」
と
し
て
造
ら
れ

た
も
の
で
、
今
で
も
都
内
に
五
十
以
上
が
残
っ
て
い
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
さ
は
数
メ
ー
ト
ル
程
度
の
も
の

が
多
く
、
実
際
の
富
士
登
山
と
同
じ
御
利
益
が
あ
る
そ

う
で
す
。
こ
れ
な
ら
体
力
低
下
が
著
し
い
私
で
も
、
登

頂
し
御
利
益
に
あ
や
か
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
す
。

　
香
川
県
に
は
皆
さ
ん
御
存
じ
の
「
讃
岐
七
富
士
」
が

あ
り
ま
す
。
山
の
形
が
富
士
山
に
似
て
い
る
こ
と
に
由

来
し
て
お
り
、
飯
野
山
（
讃
岐
富
士
）
が
特
に
有
名
で

す
ね
。
私
は
さ
ぬ
き
市
に
居
を
構
え
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
お
隣
三
木
町
の
白
山
（
東
讃
富
士
）
に
家
族
で
幾

度
か
登
っ
た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

　
新
年
度
の
中
、
目
ま
ぐ
る
し
い
忙
し
さ
で
は
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
ち
ょ
う
ど
今
は
瑞
々
し
い
新
緑
が
茂
り

始
め
る
素
晴
ら
し
い
時
期
で
す
。
小
鳥
の
さ
え
ず
り
を

耳
に
し
な
が
ら
思
い
思
い
の
「
富
士
登
山
」
を
楽
し
ん

で
み
た
ら
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

3　すこやかな体をはぐくむ教育の推進事業【3億 3276 万円】
①体力づくり活動推進事業（463 万円）　　　④脊柱側湾症機器健診事業（1364 万円）
②学校における給食・食育事業（76万円）　  ⑤公立小学校運動場等芝生化事業（200 万円）
③第 3子以降学校給食費無償化事業（3億 1171 万円）

4　元気で安心できる学校づくり事業【4億 6639 万円】
①優れた教員の確保と資質・能力の向上事業（2116 万円）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ・「かがわで先生！」志願者アップ事業（428 万円）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ・学校教育力向上支援事業（1688 万円）　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　若年教員等の授業改善や学習指導、生徒指導の支援のため各小・中学校に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　退職教職員を派遣

②教員を支える体制等充実事業（3億4654万円）  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ・教員業務支援員配置事業（1億 613 万円）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学習プリント等の準備や採点業務、来客電話対応など、教員をサポートする教

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　員業務支援員を配置する市町に対し、経費の一部を補助

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ・副校長・教頭マネジメント支援員配置事業（6214 万円）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ・教職員の育休取得促進事業（6266 万円）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ・初任者教員の指導・サポート充実事業（1億 1559 万円）
③教職員の働き方改革推進事業（317 万円）　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ・子どもと教職員のウェルビーイング理解促進事業（100万円）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ・総務事務システム整備事業（217 万円）
④部活動改革推進事業（9085 万円）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ・部活動指導員配置促進事業（4032 万円）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　部活動を指導員を配置する市町に対し支援を行う

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ・部活動改革推進事業（4405 万円）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　香川県における地域移行等の推進（341 万円）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　部活動の地域移行等に向けた実証事業（4064 万円）

香教連サポート体制香教連サポート体制
香教連弁護士相談制度 交通事故等相談窓口

全日教連積立年金制度

全日教連訴訟費用保険制度

香教連生命共済制度

　香教連を通じて、平井法律事務所（高松市丸の内）で

無料の相談ができます。内容に関しては、学校内のこと以

外でも大丈夫です。（家庭のこと、近隣環境のこと etc）

　さらに、必要があれば弁護士と面談ができます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（相談は無料）

　中澤ほけん企画（三井住友海上担当　中澤篤史氏）が交
通事故・自動車保険の相談に応じます。
（他社保険加入者でも相談に応じます。）

　（会員名簿に詳細を記載します。）

○結婚                      5000 円

○病気・けが           10000 円

　（3週間以上の入院・自宅療養）

○家屋損壊（地震の場合を除く）　　100000 円（全壊）

　　　　　　　　　　　　　　　　　50000 円（半壊）

○広域人事転居援助金　　　　10000 円

○死亡弔慰金・高度障害見舞金　　　450000 円

　　　　　（実績，支給金額は毎年変動します。）

　他にも「私費による研修参加補助」等皆様をサポートします。

　予定利率 1.26％＋配当金（令和 3年度）という高い利率
です。
　１口 1000 円（月掛け）より，契約できます。
　　　　　　（ボーナス時は１口 10000 円より）
年に 2回積立金（口数）変更可能。

　月額 3８0円の掛け金で，教師が民事訴訟の被害者となっ
た場合の弁護士費用 500 万円、損害賠償請求 3000 万円ま
で補償します。

TEL  087-835-2721　FAX 087-835-2723
詳しくは香教連事務局まで

香教連会費について
　
毎
月
の
香
教
連
共
済
の
中
か
ら
、
引
き
落
と
し
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
香
教
連
会
費
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　
中
央
評
議
員
会
や
先
月
の
新
聞
で
説
明
・
報
告
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
香
川
県
教
職
員
連
盟
会
費
に

関
す
る
規
定
に
お
い
て
「
会
費
は
一
ヶ
月
あ
た
り
そ
の
会

計
年
度
の
四
月
一
日
に
お
け
る
本
棒
の
一
〇
〇
〇
分
の
六

と
す
る
。」
と
定
め
て
お
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
本
年
四
月
一
日
現
在
の
給
与
号
数
に
応
じ
た

会
費
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
様
々
な
要
望
活
動
や
資
質

向
上
の
た
め
の
研
修
活
動
、
先
生

方
の
福
利
厚
生
活
動
等
を
更
に
充

実
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

採用試験対策部研修会のお知らせ
　各学校の講師の先生方で、この夏、採用試験を受けられる方に

お知らせください。詳しくは、今月配布したチラシ・香教連HP

をご覧ください。

○第 3回採用試験対策部研修会

　日　時　令和 5年 4月 21日（日）9:00̃12:00

　場　所　香川県教育会館２F

　内　容　講義（心構えや今年の試験の制度内容、変更点等につ

　　　　　いて）時事通信社模擬試験（専門）

　＊自家用車での来場も可能です。

　　第 4回は 5月 6日（月）の予定です。

　香川県の令和６年度当初予算案では教育委員会予算とし
て約880億 5800万円が計上されている。前年度に比べ、
ICT活用教育推進事業に関わる予算が大幅にアップしてい
る。これは１人1台端末の入れ替え時期も関わっているこ
とが考えられる。今後、端末の性能だけでなく、通信環境
等の改善も引き続き要望していきたい。また、教員の働き
方改革推進事業のうち、教員業務支援員が文科省の原則各
校1名配置の方針を受けて、大幅に予算の枠が広げられて
いる。さらに副校長・教頭マネジメント支援員配置事業も
新しく始まり、これらは、淀谷県教育長はこれまでの要望
の際に「とにかく現場に人を増やしていきたい。」と話され
ていたことと一致する。
　香教連は今年度も県の教育施策を精査し、教職員が心身
共に健康で充実した教育活動の行える環境、子どもたちが
生き生きと学ぶことのできる環境の実現に向けて要望活動
を展開していく。また、教職調整額についての議論が進め
られている中、給与を始めとする教職員の待遇改善につい
ても全日教連と連携しながら粘り強く要望を行っていく。

会員の声
　昨年度は皆様から「会員の声」にたくさんの御意見が寄

せられました。ありがとうございました。本年度も、先生

方の生の声をお届け下さい。皆様の声を国・県・市町への

要望内容に組み込み、きちんと届けてまいります。

　学校現場が抱えている課題であれば、何でも結構です。

御意見をいただきたいと思います。

　下のQRコードを読み取って、所属校、名前、感想・御

意見を記入し、送信して下さい。応募してくださった方の

中から抽選で図書カードをプレゼントいたします。下のメ

ールアドレスに直接メー

ルしても大丈夫です。

メールアドレス：kakyoren2021@gmail.com

全日教収入保障制度
　月額約６００円の掛け金で、病気やけがで働けなくなっ
た場合の収入の減少を、長期にわたってカバーします。
　働けなくなった時の生活費・家賃・ローンのために。

富
士
に
ま
つ
わ
る
エ
ト
セ
ト
ラ

　
　
　
　
全
日
本
教
職
員
連
盟
　
事
務
次
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弘
瀬
　
雅
一

　
新
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
新
た
な
環
境
や
人
間
関
係
の
中
で
、
子
供
た

ち
へ
の
教
育
の
充
実
の
た
め
に
奮
闘
さ
れ
て
い
る
こ
と

と
推
察
い
た
し
ま
す
。
私
は
東
京
専
従
と
な
り
二
年
目

を
迎
え
ま
し
た
。
都
心
部
の
ま
る
で
迷
宮
の
よ
う
な
地

下
鉄
や
、
満
員
電
車
の
人
の
多
さ
に
多
少
な
り
と
も
順

応
し
て
き
た
昨
今
、
初
心
を
忘
れ
ず
自
ら
の
言
動
に
責

任
を
も
ち
、
気
持
ち
新
た
に
目
の
前
の
仕
事
に
従
事
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
最
近
、
出
張
や
買
い
物
等
、
日
々
の
仕
事
や
生
活
に

お
い
て
高
層
ビ
ル
へ
行
く
機
会
が
あ
り
ま
す
。
私
は
そ

こ
の
高
層
階
で
遠
く
の
景
色
を
見
渡
し
た
際
に
、
富
士

山
の
雄
大
な
姿
が
目
に
と
ま
り
、
思
わ
ず
足
を
止
め
て

見
入
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
平
成
二
十
五
年
に
「
富
士
山―
信
仰
の
対
象
と
芸
術

の
源
泉
」
と
し
て
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
富
士

山
。「
信
仰
の
対
象
」
に
つ
い
て
山
梨
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

羽田空港から見える富士山
令和 5年正月第 3ターミナルから


